
桶川市新型コロナ対策支援パッケージ 第 4弾

◆小中学校網戸整備事業　1,940万円
小中学校における
換気対策として、
全ての普通教室お
よび体育館に網戸
を設置します。

詳しくは蜉教育総務課☎788－4966

◆学校感染予防対策事業　1,440万円
学校における感染予防対策を更に充実するため、非接触検
温モニター、ノータッチ式ディスペンサーなどの設置や消
毒液、マスクなどの衛生用品を購入します。
【国庫補助事業】

詳しくは蜉学校支援課☎788－4968

◆学校図書充実事業　1,870万円
コロナ禍において学校生活が制限される中、児童
生徒が本に親しむ環境を整備します。
 ・図書消毒機の設置
　 1,170万円
 ・図書の充実
　 700万円
詳しくは蜉学校支援課☎788－4967

◆庁舎等公共施設
　感染予防対策事業　300万円
庁舎など、市内の公共施設を市民
の皆さんが安心して利用できる環
境を維持するため、消毒液やパー
テーションの設置など、更なる感
染予防対策を実施します。

詳しくは蜉契約管財課☎788－4913

◆デジタル化推進事業　4,330万円
コロナ禍においても、安定した行政サービスを継続するため、
業務のデジタル化を推進します。
 ・災害時の勤務体制の確立
在宅勤務（テレワーク）環境や
分散勤務（サテライトオフィス）
環境の充実

 ・オンライン化の推進

詳しくは蜉
企画調整課☎788－4904

※各事業の詳細は、決まり次第、広報誌やホームページでお知らせします。

新型コロナ対策支援パッケージ 第4弾 9億4,500万円
総事業費

生活支援 2億6,000万円

感染予防対策 5億3,400万円

事業者支援 5,200万円

◆福祉商品券事業　7,550万円
低所得の世帯を支援するため、また、地域におけ
る消費喚起のため、商品券を配布します。
対象▶非課税世帯
１世帯につき
　5,000円の商品券

詳しくは蜉社会福祉課☎788－4933

◆自治会感染予防対策支援事業　780万円
自治会などの地域の活動を支援するため、補助金
を交付します。
１団体につき
上限10万円補助
詳しくは蜉
自治文化課
☎788－4920

◆新型コロナワクチン接種事業
　5億3,151万3千円
コロナウイルス感染予防
のため、市民の皆さんが
滞りなくワクチンを接種
できる体制を整えます。
【国庫補助事業】

詳しくは蜉新型コロナワクチン接種推進課
               ☎786－1855

◆PCR検査等助成事業　285万円
65歳以上の人や基礎疾患のある人が、行政検査
以外でＰＣＲ検査などを受診する場合に検査費用
を令和3年度も引き続き助成します。
【国庫補助事業】
PCR検査▶
１人につき上限 20,000円助成
※検査費用から自己負担額5,000円を差し引いた額
抗原定量検査▶
１人につき上限 7,500円助成
※検査費用から自己負担額3,000円を差し引いた額
詳しくは蜉健康増進課☎786－1855

 ・空気清浄機等購入費補助
１事業所につき
上限５万円補助

１事業所につき
上限10万円補助

 ・改修工事費補助

◆図書館充実事業　2,220万円
コロナ禍において自宅で過
ごす時間が増えていること
から、読書環境をより一層
充実するため、図書館の書
籍を増やすとともに書籍消
毒機を増設します。

詳しくは蜉生涯学習文化財課☎782－8190

◆避難所環境整備事業　1億5,500万円
コロナ禍に対応した避難所運営のための環境を整
備します。
・防災用品の確保
 4,000万円
・防災倉庫の新設
 1億5,100万円
詳しくは蜉安心安全課☎788－4926

詳しくは、P.5詳しくは、P.4

詳しくは、P.13

詳しくは蜉産業観光課☎788－4928事業者が実施する感染予防対策を支援します。

◆事業者感染予防対策支援事業　5,150万円
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非接触型体温計空気清浄機例

その他の対策 4,600万円

学校教育支援 5,300万円

非接触検温
モニター

足踏み式
消毒液

　市民の皆様には、日々、新型コロナウイルスの感染防止対策にご理解、ご
協力をいただき、誠にありがとうございます。
　本市はこれまで、新型コロナ対策支援パッケージ第１弾・第２弾・第３弾
として、感染段階に応じた市民生活の支援と地域経済の段階的な回復に取り
組んでまいりました。この度の第４弾では、新型コロナワクチン接種事業な
ど感染予防対策をはじめ、長期化する感染状況を踏まえ、市民や事業者の皆
様に対する更なる支援に取り組んでまいります。

　市民の皆様におかれましては、引き続きマスクの着用や手洗いの徹底など、うつらない、うつさ
ない行動へのご協力をお願い申し上げます。

桶川市長　小野克典

　新型コロナ対策支援パッケージ第４弾の主な事業を紹介します。
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　優先接種対象の65歳以上の人の新型コロナワクチン接種が、市内22医療機関で始
まります。ワクチン接種券（クーポン券）は順次、配送しています。
　なお、ワクチンの供給は順次充足される予定ですので、慌てず、接種計画を立て
ましょう。
　ワクチン接種は強制ではありません。不安のある人は、厚生労働省のホームペー
ジで公開されている内容を確認してください。
　また、主治医のいる人は、相談してから接種するかどうか判断してください。

新型コロナワクチン接種
　　　　　が始まります

詳しくは蜉新型コロナワクチン接種推進課☎786－1855

厚生労働省ホームページ

接種予約はコールセンター
（050−3612−4577）
または、
専用ウェブサイトで！

●市内実施医療機関一覧（新型コロナワクチン接種）
医療機関名 住所

朝日内科歯科医院 朝日3-14-10
いけだファミリークリニック桶川 坂田東2-3-1フレスポ桶川
大谷記念病院 加納2216
大野整形外科 坂田1514
おかべ耳鼻咽喉科医院 北1-22-9
桶川医療クリニック 若宮1-5-2パトリア桶川４階
桶川K.Nクリニック 若宮1-1-7桶川駅前メディカルビル２階
桶川中央クリニック 若宮2-2-22
桶川西口クリニック 若宮1-4-52埼北SSビル２階
桶川日出谷診療所 下日出谷西3-3-4
川田谷クリニック 川田谷3560-2

医療機関名 住所
蔵田医院 寿1-3-8
栗原クリニック 鴨川2-8-4
小島医院 東1-2-17
埼玉県央病院 坂田1726
鈴木内科医院 川田谷5828-1
田中胃腸医院 北1-10-13
豊田医院 坂田東3-26-13
なかた呼吸器科内科クリニック 倉田255-5
ベニバナファミリークリニック 下日出谷954-5
ゆげクリニック 朝日1-27-7
渡辺医院 若宮1-6-39

●接種の受け方

接種券
（クーポン券）

接種のお知らせ

POST

③ワクチン接種を受ける

予約をした日時に医療機関で�
接種を受ける。

②予約する
（予約には接種券が必要です）
桶川市新型コロナワクチン接種
コールセンター（050−3612−
4577）へ、電話または予約専用
ウェブサイトで、予約をとる。

①ワクチン接種券
 （クーポン券）が届く

※�届いていない人は、まだ、接種
開始時期でない場合がありま
す。桶川市新型コロナワクチン
接種コールセンターへ問い合せ
てください。

●新型コロナウイルスワクチン接種に関する問合せ先

【注意事項】
※�必ず予約をしてから、指定された日時に来院し、接種を受けてください。
※�ワクチンの供給状況により、開始時期および1日の接種人数が医療機関ご
とに異なります。詳しくは、桶川市新型コロナワクチン接種コールセン
ターへ問い合わせてください。

ワクチン接種券、予約接種できる医療機関
などに関すること

桶川市新型コロナワクチン接種コールセンター
050−3612−4577（平日の午前9時～午後5時）

埼玉県専門相談窓口
0570−033−226（24時間）

医学的知見を必要とする副反応など
専門的な相談に関すること

厚生労働省　新型コロナワクチンコールセンター
0120−761−770（午前9時～午後9時）

コロナワクチン施策の在り方
などに関すること

予約専用ウェブ
サイトはこちら

※�医療機関で接種予約はできません。
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市では、65歳以上の人または基礎疾患のある人が、行政検査以外の検査（発熱など
の症状がなく、本人の希望で受けた場合）、検査費用の一部を助成します。

対象検査▶�ＰＣＲ検査または抗原定量検査で、保険
適用外の検査

対象者▶・65歳以上の人
　　　　・基礎疾患（慢性閉塞性肺疾患、
　　　　　慢性腎臓病、糖尿病、高血圧、
　　　　　心血管疾患）のある人
助成回数▶�一人１回／年度
助成額▶
ＰＣＲ検査�→検査費用から自己負担額５,０００円を差
し引いた額（上限２万円）
�抗原定量検査�→検査費用から自己負担額３,０００円を
差し引いた額（上限7,500円）

実施期間▶令和４年３月３1日まで
申請方法▶
①　桶川市内の実施医療機関で受ける場合
　・�健康増進課へ事前に申請してから検査を受けて

ください。
　・�検査当日は、自己負担額を支払い、終了となり

ます。
②　①以外の医療機関で受けた場合
　・�検査終了後、健康増進課へ補助金の申請をして

ください。
　・�申請時の持ち物：健康保険証、領収書（検査し

た人、検査内容がわかるもの）、検査結果、通
帳など（振込口座がわかるもの）、認印

PCR検査などの費用を一部助成します
詳しくは蜉健康増進課☎786－1855

発熱したときの受診方法発熱したときの受診方法
まずは、かかりつけ医に電話
などで相談してください。

かかりつけ医での受診が
難しい場合は、新型コロナ
ウイルスとインフルエン
ザ両方の診療ができる「埼
玉県指定 診療・検査医療
機関」で受診してください。

埼玉県受診・相談センター
☎048－762－8026
蕭048－816－5801
（土・日曜日、祝日も開設）
午前９時～午後5時30分

県民サポートセンター
☎0570－783－770
蕭048－830－4808
24時間年中無休

①医療機関を相談 ②受診予約 ③受診

埼玉県 診療・検査医療機関

ホームページが見られない場合

例検査費用が 35,000 円の場合、自
己負担額は、15,000 円になります。
（PCR検査の場合）

令和３年度も
引き続き実施

市内実施医療機関一覧（PCR検査・抗原定量検査）
医療機関名・住所 電話番号

朝日内科歯科医院（朝日3-14-10） 774−9385

いけだファミリークリニック桶川
（坂田東2-3-1フレスポ桶川） 788−1167

桶川中央クリニック（若宮2-2-22） 786−6628

桶川西口クリニック
（若宮1-4-52埼北SSビル２階） 789−5777

川田谷クリニック（川田谷3560-2） 787−2531

医療機関名・住所 電話番号
蔵田医院（寿1-3-8） 771−1446
栗原クリニック（鴨川2-8-4） 786−2168
鈴木内科医院（川田谷5828-1） 787−3000
豊田医院（坂田東3-26-13） 728−2377

ベニバナファミリークリニック
（下日出谷954-5） 787−0002

渡辺医院（若宮1-6-39） 787−2181
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会　計　名 予　算　額 前年度比

一般会計 23,994,000 △ 2.5%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 
特 別 会 計 7,361,000 △ 0.2%

介 護 保 険 
特 別 会 計 5,928,000 4.6%

後期高齢者医療 
特 別 会 計 1,138,000 0.8%

公共下水道事業会計 1,482,614 3.8%

合　　　計 39,903,614 △ 0.8%

� 小数点第２位を四捨五入

会 計 別 の 予 算
（単位：千円）

夢と希望を未来へ
— 令和３年度施政方針と予算のあらまし —

詳しくは蜉財政課☎788－4905
　２月22日㈪から開催された３月定例市議会で、令和３年度当初予算案が可決されました。
　予算総額は、一般会計、特別会計、公共下水道事業会計を合わせて399億361万４千円で、前年度に比べ
ると0.8パーセントの減額となっています。

当 初 予 算 の あ ら ま し

市税
100億2,063万

4千円
41.8%

国庫支出金
37億5,943万5千円

15.7%

地方交付税
24億5,000万円
10.2%

市債
21億6,300万円
9.0%

県支出金
17億2,916万3千円
7.2%

地方消費税交付金
13億8千万円
 5.8%

繰入金
8億2,476万円
3.4%

諸収入
6億1,027万2千円 2.5%

使用料及び手数料
2億6,190万円 1.1%

その他
7億9,483万6千円
　　　　　 3.3%

民生費
110億2,428万

1千円
46.0%

総務費
27億3,387万
4千円 
11.4%

公債費
25億6,387万6千円 
10.7%

教育費
21億3,090万6千円
8.9%

土木費
20億1,844万7千円
8.4%

衛生費
19億5,331万1千円
8.1%

消防費
9億9,219万円
4.1%

その他
5億7,711万5千円
2.4%

歳 入
239億9,400万円

一般会計
歳 出

239億9,400万円

一般会計

　
歳 

入

　
歳
入
総
額
は
、239
億
９
，

４
０
０
万
円
で
、前
年
度
よ

り
2.5
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
最
も
多
い
の
は
、市

税（
市
民
税
、固
定
資
産
税

な
ど
）で
41
・
８
％
を
占
め
、

100
億
２
，０
６
３
万
４
千
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。次
に
多
い

の
が
国
庫
支
出
金
で
37
億
５
，

９
４
３
万
５
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。以
下
、地
方
交
付
税
、

市
債
、県
支
出
金
、地
方
消

費
税
交
付
金
と
続
い
て
い
ま

す
。

　
歳 

出

　
歳
出
総
額
も
歳
入
と
同
じ

239
億
９
，４
０
０
万
円
で
す
。

　
歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
の
110
億
２
，４
２
８

万
１
千
円
で
46
・
０
％
を
占

め
、次
に
、総
務
費
27
億
３
，

３
８
７
万
４
千
円
、以
下
、公

債
費
、教
育
費
、土
木
費
、衛

生
費
と
続
い
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
内
訳

62021. 5

　
平
成
25
年
４
月
、多
く
の
市
民
の
皆

様
か
ら
の
御
期
待
と
御
支
援
を
賜
り
、

市
長
に
就
任
し
、平
成
29
年
に
は
、再
び

市
長
と
し
て
市
政
を
担
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。こ
の
間
、「
夢
と
希
望
を
未
来
へ

つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」を
掲
げ
、更
に
便

利
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指

し
て
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
市
政
運
営

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

私
な
り
に
は
、こ
の
８
年
間
で
一
定
の
成

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、多
く
の

市
民
の
皆
様
や
議
会
の
皆
様
の
市
政
に

対
す
る
深
い
御
理
解
と
御
協
力
、そ
し

て
、職
員
の
不
断
の
努
力
の
賜
物
で
あ

る
と
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。こ
う
し
た
多
く
の
皆
様
の
御
尽
力

に
対
し
、改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、社
会
保
障
経
費
や
市
債
の
償
還

な
ど
の
義
務
的
経
費
が
今
後
も
増
加
し

て
い
き
、さ
ら
に
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、市
税
等
の

収
入
が
減
少
し
て
い
く
見
込
み
で
あ
り
、

過
去
に
例
の
な
い
厳
し
い
時
代
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
も
、ご
み
処
理
施
設
の
整
備
な
ど
喫

緊
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
の
解
決
や
、駅
東
口
整
備
、道
の
駅
整

備
、企
業
誘
致
な
ど
の
将
来
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
適

確
に
進
め
る
と
と
も
に
、少
子
高
齢
化

社
会
に
向
け
た
子
育
て
支
援
や
高
齢
者

及
び
障
害
者
福
祉
の
よ
り
一
層
の
充
実

を
図
り
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
３
年
度
の
市
政
運
営
に
当
た
り

ま
し
て
は
、厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込

ま
れ
る
状
況
に
あ
っ
て
も
、ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
時
代
を
見
据
え
、新
し
い
生
活
様
式

に
合
わ
せ
た
施
策
を
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
当
初
予
算
の
編
成
に
当
た
り
ま
し
て

は
、「
桶
川
市
第
五
次
総
合
振
興
計
画
」

の
考
え
方（
理
念
）を
基
本
と
し
、ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
、５
つ
の
重
点

分
野
と
し
て「
安
心
安
全
で
利
便
性
の

高
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」、「
こ
ど
も

が
輝
き
、安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」、「
高
齢
者
が
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」、「
に
ぎ
わ
い
や
活
力
に
満

ち
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
」そ
し
て「
新
た
な
時
代
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
」を
位
置
付
け
、優
先

的
に
予
算
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
も「
桶
川
市
第
五
次
総

合
振
興
計
画
」の
将
来
都
市
像
で
あ
る

「
み
ん
な
で
つ
く
り
育
む
活
気
あ
ふ
れ

る
交
流
拠
点
都
市
お
け
が
わ
」の
実
現

に
向
け
、夢
と
希
望
を
未
来
へつ
な
ぐ
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、よ
り
一
層
の
御
指
導
と
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
各
分
野
の
個
々
の
事
業
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、次
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
御
参
照
く
だ
さ
い
。）

桶川市長
小 野 克 典

令
和
３
年
度
　
施
政
方
針（
要
旨
）
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○
市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業

�

２
９
５
万
円

　
市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
延
期

と
な
っ
て
い
た
記
念
式
典
を
実
施
し
ま
す
。

○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

�

１
３
０
万
６
千
円

　
「
第
四
次
桶
川
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
市
民

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

審
議
会
な
ど
へ
の
女
性
の
積
極
的
な
参
画

の
推
進
や
男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー
「
ア

ソ
シ
エ
」
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

�

５
，
１
５
８
万
円

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を
図
る
た

め
、
各
種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
団
体
へ
補

助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
町
会
・
自
治
会

な
ど
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積
極

的
に
支
援
し
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
、
川

田
谷
天
沼
地
区
自
治
会
館
の
建
設
費
の
補

助
も
行
い
ま
す
。

○
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

�

３
７
１
万
１
千
円

　
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
団
体
の
活
動

や
共
同
事
業
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
ま
す
。

○
協
働
提
案
事
業
補
助
金

�

１
０
０
万
円

　
市
民
活
動
の
活
性
化
や
市
民
と
行
政
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
協
働
提
案
事
業
実
施
団
体
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置

�

３
９
２
万
円

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向

け
て
配
布
し
た
一
人
一
台
の
学
習
用
端
末

を
、
教
員
や
児
童
・
生
徒
が
活
用
で
き
る

よ
う
、
情
報
機
器
の
取
り
扱
い
や
教
材
作

成
、
授
業
や
研
修
の
補
助
を
行
う
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。

○
ス
マ
イ
ル
相
談
員
の
配
置

�

３
３
５
万
３
千
円

　
児
童
の
学
習
や
人
間
関
係
の
悩
み
に
対

す
る
相
談
、
ま
た
、
子
ど
も
に
関
す
る
不

安
を
抱
え
た
保
護
者
に
対
す
る
相
談
窓
口

と
な
り
、
円
滑
な
学
校
運
営
を
行
う
た
め
、

令
和
３
年
度
か
ら
全
小
学
校
に
相
談
員
を

配
置
し
ま
す
。

○
学
校
プ
ー
ル
民
間
委
託
事
業

�

４
０
４
万
８
千
円

　
民
間
事
業
者
の
施
設
を
利
用
し
て
、
中

学
校
の
プ
ー
ル
授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

安
定
的
な
プ
ー
ル
授
業
の
実
施
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
補
助
に
よ
る
泳
力
の

向
上
お
よ
び
長
期
的
な
プ
ー
ル
維
持
管
理

経
費
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
事
業

�

８
９
万
８
千
円

　
市
内
全
小
・
中
学
校
に
お
い
て
学
校
運

営
協
議
会
を
設
置
し
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
運
営
や
必
要
な

支
援
に
関
す
る
協
議
を
行
い
、「
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

○
埼
玉
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
事
業

�

７
３
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
延
期
と
な
っ
て
い
た
埼
玉
県
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に
つ
い
て
、
桶
川
市
を

会
場
に
実
施
し
ま
す
。

○
東
京
２
０
２
０
聖
火
リ
レ
ー
事
業

�

１
，
０
７
８
万
７
千
円

　
東
京
２
０
２
０
聖
火
リ
レ
ー
を
、
７
月

８
日
㈭
に
旧
中
山
道
の
中
山
道
パ
ー
キ
ン

グ
前
か
ら
北
上
尾
駅
入
口
交
差
点
ま
で
の

区
間
で
実
施
し
ま
す
。

○
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

事
業

�

２
億
１
，
０
０
０
万
円

　
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に

伴
い
施
設
の
大
規
模
改
修
を
実
施
し
、
新

た
な
活
動
拠
点
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
こ
と
で
、
更
な
る
地
域
福
祉
の
推
進
を

図
り
ま
す
。
令
和
３
年
度
に
大
規
模
改
修

工
事
に
着
手
し
、
令
和
４
年
度
の
開
館
を

目
指
し
ま
す
。

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
事
業

�

９
０
０
万
円

　
在
宅
の
重
度
障
害
者
お
よ
び
重
度
障
害

児
に
対
し
、
日
常
の
利
便
性
と
社
会
参
加

を
目
的
と
し
て
交
付
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー

券
、
燃
料
券
に
つ
い
て
、
18
歳
以
下
の
人

な
ど
を
対
象
と
し
て
い
た
タ
ク
シ
ー
券
、

燃
料
券
の
選
択
制
を
、
全
対
象
者
に
拡
大

し
ま
す
。

○
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
整
備
支
援

事
業

�

５
，
６
２
５
万
３
千
円

　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

た
め
、
市
内
に
新
設
さ
れ
る
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
費
用
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

事
業

�

４
２
０
万
円

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
と
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
に
よ
る
重
症
化
や

合
併
症
の
発
症
を
予
防
す
る
た
め
、
小
児

用
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
令
和
３
年
度
か
ら
は
、

対
象
を
１
～
９
歳
と
中
学
３
年
生
に
拡
充

し
ま
す
。

だ
れ
も
が
主
役
の
桶
川
を
つ
く
る

【
参
画
・
協
働
】

生
き
る
力
を
育
み

次
代
に
繋
げ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
教
育
・
文
化
】

共
に
支
え
合
い
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
健
康
・
福
祉
】

今
年
度
の
主
要
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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○
精
神
保
健
推
進
事
業

�

１
０
０
万
９
千
円

　
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
お

よ
び
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
に
よ
る
総
合

相
談
会
を
開
催
し
、
「
経
済
・
生
活
問

題
」
や
「
不
眠
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
健
康
問

題
」
な
ど
の
複
数
の
悩
み
を
抱
え
る
住
民

に
対
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
適
切
な
相
談

支
援
を
行
い
、
自
殺
予
防
を
図
り
ま
す
。

○
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設
置

費
補
助
金

�

６
０
０
万
円

　
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
設

置
に
対
し
補
助
す
る
こ
と
で
、
環
境
へ
の

負
荷
の
少
な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
道
路
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

�

１
，
２
０
０
万
円

　
道
路
照
明
灯
の
電
気
使
用
量
の
削
減
や

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
よ
る
環
境
負
荷
の

軽
減
な
ど
を
図
る
た
め
、
市
内
全
域
で
道

路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
試
験
的
に
路
線
を
選
定
し

実
施
し
ま
す
。

○
災
害
時
等
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

�

１
１
７
万
７
千
円

　
災
害
発
生
時
に
共
助
の
担
い
手
と
な
る

自
主
防
災
組
織
な
ど
に
対
し
て
、
避
難
情

報
や
避
難
所
開
設
情
報
な
ど
を
発
信
し
、

地
域
住
民
の
避
難
行
動
に
つ
な
げ
る
た
め
、

新
た
な
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
固
定
電

話
や
携
帯
電
話
に
一
斉
配
信
す
る
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
す
。

○
ゾ
ー
ン
３
０
事
業

�

１
，
０
０
０
万
円

　
生
活
道
路
に
お
け
る
歩
行
者
や
自
転
車

の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
埼
玉

県
警
察
と
連
携
し
、
一
定
の
区
域
を
定
め

（
ゾ
ー
ン
）
、
最
高
速
度
30
キ
ロ
の
交
通

規
制
や
道
路
の
区
画
線
整
備
な
ど
の
交
通

安
全
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

○
未
就
学
児
安
全
対
策
事
業

�

５
０
０
万
円

　
未
就
学
児
が
集
団
で
移
動
す
る
経
路
な

ど
を
抽
出
し
、
関
係
機
関
と
と
も
に
実
施

し
た
安
全
点
検
に
基
づ
い
て
、
交
差
点
に

車
止
め
の
設
置
、
道
路
の
舗
装
修
繕
な
ど

の
安
全
対
策
を
し
ま
す
。

○
土
地
区
画
整
理
推
進
事
業

�

２
億
３
，
４
７
１
万
５
千
円

　
良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、

土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
る
組
合
に

対
し
て
、
事
業
の
進
捗
が
図
れ
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
上
日
出
谷
南

２
号
調
整
池
の
築
造
工
事
も
行
い
ま
す
。

○
駅
東
口
整
備
事
業

�

３
億
２
，
０
９
６
万
２
千
円

　
駅
前
広
場
や
駅
東
口
通
り
線
な
ど
の
整

備
を
進
め
な
が
ら
、
安
全
で
、
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
桶
川
駅
東
口
周
辺
地
区
を
目
指
し

ま
す
。
令
和
３
年
度
は
、
「
駅
東
口
駅
前

広
場
」
整
備
工
事
お
よ
び
無
電
柱
化
設
計
、

「
南
小
跡
地
周
辺
道
路
」
整
備
の
た
め
の

測
量
、
「
市
道
11
―
１
号
線
（
仲
仙
道
線

交
差
点
付
近
）
」
整
備
の
た
め
の
用
地
取

得
を
進
め
ま
す
。

○
河
川
浚
渫
推
進
事
業

�

５
０
０
万
円

　
河
川
の
流
下
能
力
を
確
保
し
、
浸
水
被

害
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
石
川
川
を
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

す
る
た
め
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

○
農
業
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
事
業

�

６
７
９
万
８
千
円

　
昭
和
53
年
に
建
築
さ
れ
た
農
業
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
改
修
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
の
工
事
を
行
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
か

ら
の
２
か
年
の
事
業
で
、
令
和
３
年
度
は

改
修
工
事
に
併
せ
て
、
県
産
材
の
木
材
を

活
用
し
た
備
品
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、更
な
る
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
道
の
駅
推
進
事
業

�

２
０
５
万
２
千
円

　
地
域
の
魅
力
発
信
・
産
業
の
振
興
・
災

害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る
「
道
の
駅
」
を

整
備
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
や
社
会
情

勢
な
ど
を
見
な
が
ら
、
設
計
・
工
事
・
維

持
管
理
・
運
営
を
一
括
し
て
行
う
事
業
者

の
選
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
べ
に
花
の
郷
づ
く
り
事
業

�
７
１
５
万
円

　
べ
に
花
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
個
性
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
べ
に
花

の
咲
き
誇
る
景
観
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す

る
啓
発
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
総
合
振
興
計
画
策
定
事
業

�

１
，
３
９
６
万
９
千
円

　
ま
ち
づ
く
り
と
行
政
運
営
の
方
向
性
を

示
し
、
計
画
的
に
施
策
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
総
合
的
な
市
政
運
営
の
た

め
の
指
針
と
な
る
次
期
総
合
振
興
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

○
広
報
事
業

�

２
，
２
６
７
万
６
千
円

　
市
民
の
身
近
な
情
報
源
と
し
て
広
報
紙

や
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
な
る
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
多
様
な
方

法
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
努
め
、
開
か

れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

※
各
事
業
は
主
な
も
の
の
概
要
、
順
不
同

で
す
。

環
境
に
や
さ
し
く
安
心
・
安
全
に

住
み
続
け
ら
れ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
市
民
生
活
】

み
ど
り
と
調
和
し
た

暮
ら
し
や
す
い
桶
川
を
つ
く
る

【
み
ど
り
・
都
市
基
盤
】

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
産
業
】

計
画
的
で
将
来
を
見
据
え
た

桶
川
を
つ
く
る

【
行
財
政
運
営
】
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令
和
3
年
4
月
1
日
付
け

人
事
異
動

【

　
】は
旧
職
名

　

■
副
部
長
級…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

企
画
財
政
部
副
部
長

　
　
　
　
　兼ご
み
処
理
施
設
整
備
推
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　兼整
備
推
進
係
長

　本庄

　英樹
【
企
画
財
政
部
副
部
長

　
　
　
　
　

  

兼
ご
み
処
理
広
域
化
調
整
担
当
】

総
務
部
副
参
事
兼
収
税
課
長（
昇
格
） 

　斉藤

　英仁
【
総
務
部
収
税
課
長
】

健
康
福
祉
部
副
部
長

　
　兼新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
課
長

　稲垣

　裕司
【
健
康
福
祉
部
副
部
長

　
　
　
　
　
　
　兼新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　

  

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
担
当
】

都
市
整
備
部
副
参
事
兼
下
水
道
課
長（
昇
格
）

　稲橋

　雅史
【
都
市
整
備
部
下
水
道
課
長
】

■
課
長
級…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

秘
書
室
秘
書
広
報
課
主
席
主
幹
兼
副
課
長

　
　
　
　
　
　
　兼広
報
・
広
聴
係
長（
昇
格
）

　新川

　昌代
【
秘
書
室
秘
書
広
報
課
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

兼
広
報
・
広
聴
係
長
】

企
画
財
政
部
企
画
調
整
課
長
兼
電
算
係
長

　
　兼ご
み
処
理
施
設
整
備
推
進
課
主
席
主
幹

　向井

　一哲
【
企
画
財
政
部
企
画
調
整
課
長

　
　
　
　
　

  

兼
ご
み
処
理
広
域
化
調
整
担
当
】

企
画
財
政
部
財
政
課
長

　
　兼ご
み
処
理
施
設
整
備
推
進
課
主
席
主
幹

　矢代

　雅之
【
企
画
財
政
部
財
政
課
長

　
　
　
　
　

  

兼
ご
み
処
理
広
域
化
調
整
担
当
】

市
民
生
活
部
環
境
課
長

　
　兼企
画
財
政
部
ご
み
処
理
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　整備
推
進
課
主
席
主
幹

　武藤

　聡【
議
会
事
務
局
次
長
兼
議
事
係
長
】

市
民
生
活
部
安
心
安
全
課
長

　松崎

　洋孝
【
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
】

市
民
生
活
部
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
長

　
　兼企
画
財
政
部
ご
み
処
理
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　整備
推
進
課
主
席
主
幹

　園田

　隆一
郎
【
市
民
生
活
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　リサ
イ
ク
ル
推
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　兼事
業
・
管
理
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　兼減
量
化
推
進
係
長

　
　
　
　
　
　兼ご
み
処
理
広
域
化
調
整
担
当
】

市
民
生
活
部
農
政
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　兼農
業
委
員
会
事
務
局
長

　三村

　修一
【
健
康
福
祉
部
保
険
年
金
課
長
】

健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長（
昇
格
）

　那須

　美映
【
健
康
福
祉
部

　
　
　
　
　
　社会
福
祉
課
主
幹
兼
保
護
係
長
】

健
康
福
祉
部
保
険
年
金
課
長（
昇
格
） 

　前林

　誠司
【
企
画
財
政
部

　
　
　
　

  

企
画
調
整
課
副
課
長
兼
電
算
係
長
】

市

　長

　部

　局

教
育
委
員
会
事
務
局

議  

会  

事  

務  

局

監 

査 

委 

員 

事 

務 

局

派

　遣

　職

　員

■
副
部
長
級…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
育
部
副
部
長

　栗原

　隆【
監
査
委
員
事
務
局
長

　
　
　

  

兼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
】

■
課
長
級…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
育
部
学
校
支
援
課
主
席
主
幹
兼
指
導
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
昇
格
）

　柿沼

　康伸
【
教
育
部
学
務
課
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

兼
学
務
係
長
】

 
 

■
課
長
級…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

議
会
事
務
局
次
長
兼
庶
務
係
長

　林

　将彦
【
市
民
生
活
部
農
政
課
長

　
　
　
　
　
　
　

  

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

■
副
部
長
級…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

監
査
委
員
事
務
局
長

　兼固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記（
昇
格
）

　滝瀬

　利二
【
市
民
生
活
部
安
心
安
全
課
長
】

 
 

■
副
部
長
級…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

上
尾
、
桶
川
、
伊
奈
衛
生
組
合
派
遣（
部
付
）

　小高

　稔【
教
育
部
副
部
長
】

令
和
3
年
4
月
1
日
付
け

採
用
者

採
用
者

令
和
3
年
3
月
31
日
付
け

退
職
者

退
職
者

■
部
長
級…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
育
部
参
事
兼
学
務
課
長

　吉田

　泰宏
【
桶
川
市
立
川
田
谷
小
学
校
長
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

■
副
部
長
級…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

都
市
整
備
部
副
参
事

　中村

　俊朗
【
埼
玉
県
】

■
課
長
級…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
育
部
生
涯
学
習
文
化
財
課
主
席
主
幹

　諏訪

　恵俊
【
桶
川
市
立

　
　
　
　
　
　
　
　

  

朝
日
小
学
校
主
幹
教
諭
】

■
部
長
級…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　折原

　和彦
【
上
尾
、
桶
川
、
伊
奈

　
　
　
　
　
　
　

   

衛
生
組
合
派
遣
（
部
付
）】

■
副
部
長
級…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

埼
玉
県
へ
帰
任

　原

　聡【
都
市
整
備
部
副
参
事
】

埼
玉
県
へ
帰
任

　赤羽

　広美
【
教
育
部
副
参
事
】

埼
玉
県
へ
帰
任

　内田

　則子
【
教
育
部
副
参
事
兼
学
務
課
長
】

■
課
長
級…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

埼
玉
県
へ
帰
任

　吉田

　由紀
恵
【
教
育
部

　
　
　

  

学
校
支
援
課
主
席
主
幹
兼
指
導
係
長
】

埼
玉
県
へ
帰
任

　錦織

　睦【
教
育
部
学
校
支
援
課
主
席
主
幹
】

詳しくは蜉スポーツ振興課☎788－4972

詳しくは蜉生涯学習文化財課☎788－4970

目的▶桶川市のスポーツ推進および競技力の向上
を図るため、全国大会、関東大会またはその他
これらに準ずる大会（以下「スポーツ大会」と
いう。）に出場し、優秀な成績を収めた人を顕彰
し、その功績をたたえることを目的とします。

授賞式日程・場所▶
　10月30日㈯　市民ホール（予定）※時間は未定

推薦方法▶
　「桶川市スポーツ功労顕彰推薦書」と各大会に
おいて授与された賞状と開催要項・プログラム
の写しなどの参考資料を添えて、９月30日㈭
までに、スポーツ振興課へ提出してください。
※９月の大会に出場する場合は、事前に連絡し
てください。

桶川市スポーツ功労顕彰の推薦募集

桶川市青少年文化活動奨励顕彰の推薦募集について

対象▶
① 個人 ➡市内に在住・在学または在勤する人
② 団体 ➡市内に事務局を置く団体
③令和2年10月1日から令和3年9月30日までに出場し
た人

④①～③の条件を満たし、次の表に該当する人
※桶川市スポーツ大会出場奨励金の交付を受けた人
は、教育委育会で把握していますので申請の手続き
は必要ありません。

※一度顕彰を受けた人は、受賞から5年間は顕彰を受
けることができません。ただし、顕彰された対象以
上の実績がある場合は受けることができます。

※スポーツ大会とは、各省庁または日本スポーツ協
会加盟団体が主催する競技大会であって、県大会
などの予選または標準記録を経て出場するものを
いいます。

区　分 対　象　者
小学生 県民総合スポーツ大会競技部門の優勝者、関東大会出場者、全国大会出場者

中学生 県民総合スポーツ大会競技部門の優勝者、学校体育大会競技部門の優勝者、県選手権大会および
新人戦の優勝者、関東大会・関東選手権の出場者、全国大会出場者

高校生 県民総合スポーツ大会競技部門の優勝者、学校体育大会競技部門の優勝者、県選手権大会および
新人戦の優勝者、関東大会・関東選手権の出場者、全国大会出場者

大学生 県選手権の優勝者、関東大会・関東選手権の出場者、全国大会出場者
一　般 県民総合スポーツ大会競技部門・県選手権の優勝者、関東大会出場者、全国大会出場者

全　体 国または地方公共団体が主催・共催・後援、または協賛している全都道府県または全国を対象と
した大会の優勝者

目的▶青少年の文化芸術活動に対する意欲の高揚を
図り、もって市民文化の向上および発展に資する
ため、日頃の文化芸術の分野における活動におい
て顕著な活動をし、優れた実績を収めたことによ
り、他の模範となる人を顕彰し、その功績をたた
えることを目的とします。

授賞式日程・場所▶
10月30日㈯　市民ホール（予定）※時間は未定

推薦方法▶
　校長、団体の代表者または児童生徒の保護者など
は、桶川市青少年文化活動奨励顕彰推薦書に作品、
記録写真、実績記録の写しなどの参考資料を添え
て、6月11日㈮までに、生涯学習文化財課へ提出
してください。

対象▶
①市内の小学校、中学校もしくは高等学校の児童
生徒または当該児童生徒によって構成された団
体

②市外の小学校、中学校、高等学校、中等教育学
校、特別支援学校もしくは高等専門学校に通学
する桶川市内に住所を有する児童生徒または当
該児童生徒によって構成された団体

③①または②の条件を満たした上で、令和2年4
月1日から令和3年3月31日までに全国、埼玉
県内のコンクールなどで優秀な成績を収めた人

※過去5年以内に顕彰を受けた人は今年度、顕彰
を受けることができません。ただし顕彰された
対象より上位の実績がある場合は受けることが
可能です。
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